
『灯 台へ」の距離

太 田 素 子

VirginiaWoolfの 代 表作 の一 っで あ る7〕o〃z6五 忽1z〃zozf56(1927)の 第 三部 で 、画家 のLily

BriscoeはMrs.Ramsayの 肖像 画 を描 きなが ら、芸 術 上 のvisionを 模 索 して果 せ ず、"the

problemofspaceremained"(P.264)と 「空間 」 の問題 に拘 泥 し、"someinstinctiveneed

ofdistance"(P279)"Distancehadanextraordinarypower"(P.289)と 「距 離 」 の必 要性

を痛感 して い る。VirginiaWoolfは 、従 来時 間 を描 く作 家 と言 われ 、 丑)〃26五 忽1z〃zθz4∫8で

も時 間が 重要 な主題 で あ る こ とは、第 二部 の題 が"TimePasses"で あ る こ とも含 め て、明

らか で あ ろ う。 しか し、他方 、7わ 伽 μglz〃zo%s6と い う表題 自体 は、空 間移 動 を示 す もの

で あ る こ とに も着 目すべ きで あ ろ う。舟 で灯 台 へ実 際 に空 間移 動 す るRamsay父 子 と、白い

画布 空 間 にMrs.Ramsayの 像 を定 着 させ よ うとす るLilyが 交 互 に描 かれ て、物理 的距 離 と

心理 的距 離 が重 な り合 う7わ'加 μg屠 加 〃∫6第三 部 を、 「空 間」 と 「距離 」 の視 点か ら考 察

す る こ とは意味 の あ る こ と と思 わ れ る。 さ らに、VirginiaWoolfが 好 んで用 い た特有 の

"moment"と い う語 も
、時 間論 の用語 で あ るが 、疾走 す る時計 の時 間の 束 の間 の停 止 空 間 と

考 え る こ と も出来 る。7わ 〃26五 忽玩1z侃s6第 一 部 で デ ィナー パ ー テ ィを成 功 させ たMrs.

Ramsayが 、 そ の 至 福 の"moment"の 中 で 感 じ た の が 、や す ら ぎ の 「静 止 空 間("still

ロラ

space")」 で あ るの も、時 間 を描 きなが ら空 間 に寄 せ る作 者 の深 い関心 を物 語 ってい る と言

え よう。

7b〃z6五 顧'加%s6第 三部 を空間 とい う視 点 か ら検 討 してい くに当 た り、VirginiaWoolf

特有 の用語 を、時 間 と空間 に分 けて まず整 理 してお きたい。VirginiaWoolfの 作 品 の根 底

をなす の は、二 つの相 反 す る世 界 の葛藤 で あ る。 この二 つの世 界 は、 時間論 的 に は時計 の
く　ラ

時 間 と心理 的 時間 と呼 ばれ、又 、factとvision、graniteとrainbow等 と も呼 ばれて い る。本

論 で は、 これ を 「現 実」 と 「幻 想 」 とい う言葉 で代 表 させ、 さ らに空 間 的 に、 それ ぞれ を
せい

「近景」「遠景」に重ね合わせてい く。VirginiaWoolfは 、「現実」を、個我 とい う有限の牛

の空間 に閉 じ込め られてたえず孤独 を抱 え他者 と傷つけ合いなが ら存在せざるを得ない人
　

間の苛酷 な状況 として とらえている。他方、「幻想」は、 この苛酷 な 「現実」か らの離脱の
せい

夢で、常に甘美であ りなが ら生の中で は束の間 にしか捉えられず、永遠 の達成 は死の中に

しかないのである。死 に至 る 「幻想」 に逃避 せず に、苛酷で不動の 「現実」の中で生 き続
せい

ける為 には、現実 を否定せず、現実 との絶妙なバ ランスを保ちつつ、現実の生 の中に幻想
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『灯台へ』の距離

せい

を同時存在 させ ることが必要 となる。死に傾斜 していかない、 この現実の生の中に成立 し
　の

得 る作者特有の幻想をvisionさ らにvisionを 捉 え得 る特有 の空間 をvision空 間 と本論で は

呼んでい く。本来対立関係 にある 「現実」 と 「幻想」を両立 させ得 る為 には周到な儀式が
　

必 要 で ある。以 下、 間近 の 「現 実」 と彼 方 の 「幻想 」 とい う近 景 、遠景 の間 の心理 的距 離

が調整 され なが ら、vision空 間 が成 立 して い く儀 式 の過程 を、Ramsay父 子 の灯 台行 き と

Lilyの 絵 の制 作 の中 に辿 って ゆ きた い。

vision空 間 を求 め る儀 式 は、 まず苛酷 な 「現 実」へ の直 面 か ら始 まる。 十年 振 りに別 荘 に

戻 って庭 の芝生 に画 架 を立 て、今 は亡 きMrs.Ramsayの 絵 、即 ち窓辺 の母子 像 を完成 しよ

う とす るLilyの 絵 筆 は全 く進 まな い。visionを 捉 え られ ないLilyの 苛酷 な現実 が語 られ る。

Can'tpaint,can'twrite,shemurmuredmonotonously,anxiouslyconsideringwhat

herplanofattackshouldbe....shebeganprecariouslydippingamongthebluesand

umbers,movingherbrushhitherandthither,butitwasnowheavierandwent

slower....hermindkeptthrowingupfromitsdepths,scenes,andnames,andsayings,

andmemoriesandideas,likeafountainspurtingoverthatglaring,hideouslydifficult

whitespace,whileshemodelleditwithgreensandblues.(pp.246・7.)

絵 の 描 け な いLilyに と っ て 、 空 白 の 画 布 空 間 は"glaring,hideouslydifficultwhitespace"

と表 現 され て い る。 この 「白 い空 間 」は"whatcouldbemoreformidablethanthatspace"

(p.244.)"thisformidableancientenemyofhers"(p.245.)"rebukeherwithitscold

stare"(p.242.)と 恐 るべ き敵 と し て描 か れ て い る の で あ る。未 だvisionで み た され て い な い

この 脅 迫 的 な 空 白 の 画 布 空 間 を埋 め るべ く、モ デ ル で あ るMrs.Ramsayを 眺 め よ う と して

も、 夫 人 は も は や死 ん で お り、 夫 人 が 座 っ て い た 場 所 は"empty"と 描 か れ て い る。

Mrs。Ramsayhadgiven.Giving,giving,giving,shehaddied-andhadlefta11this.

Really,shewasangrywithMrs.Ramsay.Withthebrushslightlytremblinginher

fingersshelookedatthehedge,thestep,thewal1..,.Thestepwheresheusedtosit

wasempty.Shewasdead.(p.232.)

howcouldoneexpressinwordstheseemotionsofthebodyPexpressthatemptirless

thereP(Shewaslookingatthedrawing・roomsteps;theylookedextraordinarily

empty).Itwasone'sbodyfeeling,notone'smind.(pp.274-5.)

繰 り返 し語 られ る、この"emptiness"は 、Mrs.Ramsayの 不在 とい う苛 酷 な現実 を、夫人不

在 とい う現 実 に うちの めされ てい るLilyの 深 い喪 失感 を表 わ し、 さ らに喪 失感 に拘泥 す る

あ ま りに夫人 の真 の像 を定 着 出来 ない空 白 の ままの画布 へ とつ なが ってい る。 この様 に、
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苛 酷 な 現 実 の一 方 的 支 配 下 に あ るLilyに と っ て は 、彼 方 遠 景 の灯 台 も又 、求 め て も到 達 を拒

む距 離 の彼 方 に あ る。Lilyは 灯 台 へ の距 離 を"TheLighthouselookedthismorllingatan

immensedistallce"(P.242.)"TheLighthouselookedthismornillg....anenぐ)rmous

distal/ceaway"(p.280)と 、 殆 ど到 達 しが た い 距 離 と と ら え て い る の で あ る。

しか し、苛 酷 な現 実 の 圧 倒 的 支 配 に 屈 しか け て い たLilyは 、苦 悩 の さ中 で 「距 離 の 必 要 性 」

に思 い至 る の で あ る。

Nowagain,movedasshewasbysolneinstillctiveneedofdistanceandblしle,shelooked

atthebaybeneathher,makinghillocksofthebluebarsofthewaves,al/dstonyfields

ofthepurplerspaces.(P.279.)

現 実 の絶 対 的 支配 の下 で苦 悩 す るだ けで は、visionを 捉 え られ な い。visionを 捉 え る為 に

は、現 実 をふ まえつつ 、現 実 に圧 倒 され ない心 理的 距離 が必 要 なので あ る。 画布 か ら海 へ

と何気 な く目 を転 じたLilyは 、灯 台 に向 か うRalnsay父 子 の舟 の小 さ さに、距 離 の もた らす

見事 な効果 に瞠 目す るの で あ る。

Theseawithoutastainonit,thoughtLilyBriscoe,stillstandingandlookingoutover

thebay,Theseaisstretchedlikesilkacrossthebay.Distallcehadanextraordillary

power;theyhadbeenswallowedupi11{t,shefelt,theyweregoneforever,theyhad

becomepartoftheIlatureofthings,Itwassocaln1;itwassoquiet.(P.289.)

今 し方Lilyに 同情 を強 要 して、彼 女 に とって の苛酷 な現 実 の一 部 で あ ったMr.Ramsayは 、

舟 で 岸 を離 れ距 離が おか れ た こ とで 、限 りな く穏 や かで静 かな大海 原 の一 部 と化 した ので

あ った。近 景 が遠 景化 され てい く効 果 に思 い至 ったLilyは 、彼 方 の遠景 を次 の様 に見 るので

あ る。

Asteamerfaroutatseahaddrawllintheairagreatscrollofsmokewhichstayed

therecurvingalldcirclillgdecoratively,asiftheairwereafinegauzewhichheldthillgs

alldkeptthelnsoftlyillitsInesh,olllygelltlyswayillgthel1ユthiswayandthat.(P.280.)

"gauze"や"mesh"で 覆 って
、苛 酷 な現 実 の角 張 った輪 郭 や細部 をぼや けさせ美 し く見 せ る

効 果 は、Ramsay父 子 が 舟 か ら岸 を眺 め る際 に も用 い られ てお り、それ は、子供 達 が恐 が っ
く　エ

た猪 の頭蓋 骨 を覆 ったMrs.Ramsayの シ ョール と同様 の効 果 をあ げ てい る。距 離 の もた ら,

す効果 につ いて、Lilyは さ らに次 の様 に思 い巡 らす 。
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『灯台へ』の距離

Somuchdependsthen,thoughtLilyBriscoe,lookingattheseawhichhadscarcely

astainonit,whichwassosoftthatthesailsandthecloudsseemedsetinitsblue,so

muchdepends,shethought,upondistance:whetherpeoplearenearusorfarfrolnus;

forherfeelingforMr.Ramsaychangedashesailedfurtherandfurtheracrossthe

bay....Heandhischildrenseelnedtobeswallowedupinthatblue,thatdistance....

(pp。293-4.)

Lilyの 距 離 意識 は、ここで、物 理 的距離 の もた らす単 な る視 覚 効果 の域 を こえて、心理 的距

離 に及 んで い る。 この こ とは、距 離 をお いた ことで、Mr.Ramsayに 対 す るLilyの 激 しい拒

絶 の感 情 が変 化 した と描 か れ てい る こ とか ら も明 らか で あ る。この体験 を通 してLilyは 、近

景 つ ま りMrs.Ramsayの 不 在 とい う間 近 の苛酷 な現 実 にの み拘 泥 して い た 自分 に気 づ き、

現実 に対 して心理 的距 離 をお いて見 るすべ を学 ん だ。 この こ とは、 この直後 に、間近 の芝

生 で発せ られ たMr.Carmichaelの ぶ つぶ っ言 う声 で再 び現 実 に引 き戻 され たLilyが 、苛 立

の

ちではな く笑 いをさそわれ る場面 に も示 されている。

Lilyと 同様の距離の効果 を、Ramsay父 子 も灯台へ向か う舟の上で、間近の岸が遠 ざかっ

てい く遠景化効果 として体験 する。舟で出発 する際、 この父子 の間は険悪 な状態であった。

ぐず ぐずす るのが嫌 いな父親がせ きたてるのに反抗 して、子供達 はのろのろと浜へお りる。

父親 は苛立 ち、子供達 は嫌いなことを常に強要して くる父親 に反抗的な気分で出発す る。

灯台へ到達するまでに、Ramsay父 子 はまず、人 は孤立 して他者 と傷 つけあって存在す ると

いうWoolf特 有の苛酷 な現実 に直面せざるを得ない。その上、いつも人々の間に和やかな関

係 をつ くり出そうとしたMrs.Ramsayは 既 に この世 にいないのである。代 りに、舟で岸 を

離れ、苛酷 な現実の場 としての別荘 と距離 をお くとい う行為が、vision空間を達成する儀式

の最初の段階 となる。距離 をお くことによる陸地の変容が、 まず語 られ る。

Shecouldnolongermakeout,thereonthehillside,whichwastheirhouse.Alllooked

distantandpeacefulandstrange.Theshoreseemedrefined,faraway,unreal.Already

thelittledistancetheyhadsailedhadputthemfarfromitandgivenitthechanged

look,thecomposedlook,ofsomethingrecedinginwhichonehasnolongeranypart.

WhichwastheirhousePShecouldnotseeit.(p.256.)

彼等が舟で遠 ざかった 「僅かな距離(1ittledistance)」 が、苛酷 な現実の場であった陸の

細部 を量 し、現実の岸が"unreal"に みえるようになる。先 のLilyの 体験 と同 じく、近景であ

る苛酷 な現実の、遠景化幻想化を体験 することで、苛酷な現実の不動性 しか見えなかった

Camは 、「現実」に距離 をお くことを学ぶ。 これが、現実の絶対 的支配下 にvision空 間を可

能 ならしめる為の儀式の最初 の段階である。次に必要なの は、到達 しが たい距離の彼方 に

ある幻想 との心理的距離 を縮めて、現実 と幻想のバ ランスを とってい くことである。
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遠 ざか ってい く舟 を眺めなが ら遠景化の もたらす効果 に気づ き、苛酷な現実に心理的距

離 をお くすべ を学んだLilyは 、再び視線 を空白の画布空間 とMrs.Ramsay不 在 の階段に戻

して、以下の様 に現実 と幻想 について考 えている。

Shefeltanobscuredistress.Itwasconfirmedwhensheturlledtoherpicture.Shehad

beenwastinghermorning.Forwhateverreasonshecouldnotachievethatrazoredge

ofbalancebetweentwooppositeforces;Mr.Ramsayandthepicture;whichwas

necessary.(P.296.)

自分 が 今 まで苛 酷 な現 実 にの み拘 泥 して い た こ とに気 づ い たLilyは 、 こ こで芸 術 上 の

visionを 捉 える為 の基 本姿 勢 を 自覚 す るに至 る。"razoredgeofbalance"と い う語 は、

VirginiaWoolfの 作 品世界 を表 現 す るキー ワー ドの一 つ であ る。 そ して、先 のLilyの 変 化

の過程 か らみれ ば、 「Mr.Rarnsayと 絵 」 は遠景 と近景 を それ ぞれ表 わ してお り、 さ らに、

これが 「相 反 す る二 つ の力」 と表現 され て い る ことか ら、幻 想 と現実 を指 して い る ことが

分 る。この両者 は、本 来対 立 す る存在 で あ る為 、そのバ ランス を とるの は至難 の技 で、Lily

も未 だそれ に成 功 したわ けで はな い。しか し、このバ ラ ンスへ の 自覚 は、visionを 捉 え る為

の儀式 を さ らに一 歩 進 め る重 要 な過程 で あ る と言 える。 この後Lilyは 、現 実 と幻 想 を"at

thesametime"と い う言葉 で結 ぶ ことで 、 このバ ラ ンスの意識 を深 めてい く。 そ して遂 に、

Mrs.Ramsayの 幻 影 を見、遠景 として の幻 想 の心理 的距 離 を縮 めて近景 として の現 実 に引

き寄 せ る体 験 を通 して、現 実 と幻 想 の"razoredgeofbalance"を 達 成 し、visionを 捉 えて

い くので ある。一 方、Camの 意識 を受 け継 い だJamesの 場 合 は、"nothingwassimplyone

thing"(p.286)と い う自覚 を経 て、現 実 と幻 想 の¢?razoredgeofbalance"を 達 成 し、真 の

灯 台 を見 出 してい くので あ る。

まずLilyの 場 合 を、"atthesametime"と い う語 に着 目 しつ つ考 察 して い く。Mrs.

Ramsayの 死 とい う現 実 に拘 泥 して絵 の描 け ないLilyは 、絵 筆 を と りつ つ次 の様 な体 験 を

す る。

theproblemofspaceremailled,shethought,takiIlgupherbrushagai11.._Andshe

begantolayonared,agrey,andshebegantomodelherwayintothehollowthere・

Atthesametime,sheseemedtobesittingbesideMrs.Ramsayonthebeach.(p.264.)

絵 筆 を動 かす現 実 の 自分 と、浜辺 で生 前 のMrs.Ramsayの 側 に坐 る幻 想 が、「同時 に」肉体

感 覚 として とらえ られ てい る。 「空 間 の問題」を未 だ解 決 出来ず に模 索す るLilyが 、 ここで

現 実 と幻 想 とい う本来対 立 す る世 界 を"atthesametime"と い う語 で結 びつ けて感 じてい

るの は、両 者 のバ ラ ンスを求 めて い く過程 として見 れ ば、興味 深 い体 験 と言 える。 もっ と
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も、この場合 の幻 想 は未 だ現 実 と対立 関係 にあ り、Lilyは この直後 に苛酷 な現 実 に再 び引 き

戻 されて、Mrs.Ramsayは 結局 生 きて戻 って くる筈 はない の だ とい う一 層深 い喪失 感 を味

わ う こ とにな る。"atthesametime"と い う語 に真 にふ さわ し く、現実 と幻 想がバ ラ ンス

を保 ち得 るの は、LilyがMrs.Ramsayの 幻 影 を見 る場面 まで待 たね ばな らな い。

この後、海 に目 を転 じて前 述 の近景 の遠景 化 を体験 したLilyは 、まさに儀 式 にふ さわ し く

"inatrance"(p
.308)"と い う状態 にな って、"ordinaryexperience"と"miracle"を 、即 ち

現 実 と幻 想 を、再 び"atthesametime"と い う語 で結 びつ け るので あ る。

Onewanted._。tobeonalevelwithordinaryexperience,tofeelsimplythat'sachair,

that'satable,andyetatthesametime,It'samiracle,it'sanecstasy.Theproblem

mightbesolvedafterall,(pp.309-10.)

「日常体 験」 と 「奇跡 」 の同時存 在 を 「望 み」、空間 の 「問題 は解 決 され るか もしれ ない」

と思 った直後 に、LilyはMrs.Ramsayの 幻 影 を 目の当 た りに見 る体験 を し、望 み は実現 し

問題 は解決 す るので あ る。

"Mrs
.Ramsay!Mrs.Ramsay!"shecried,feelingtheoldhorrorcomeback-towant

andwantandnottohave.Couldsheinflictthatstil1PAndthen,quietlyasifshe

refrained,thattoobecamepartofordinaryexperience,wasonalevelwiththechair,

withthetable.Mrs.Ramsay-itwaspartofherperfectgoodnesstoLily-satthere

quitesimply,inthechair,flickedherneedlestoandfro,knittedherreddish-brown

stocking,casthershadowonthestep.7物6%召s舵s磁(p.310.)

現 実 のた だ中 に 目の 当 た りに出現 した、 このMrs.Ramsayの 幻影 は、先 の浜辺 で の追憶 の

Mrs.Ramsayと は本 質的 に異 な って いる。 これ まで の幻 想 は、現実 を閉 め出 す ことで一 層

甘 美 にな り、 それ故、幻 想 が破 れ た後 は現 実 の よ り強力 な再支 配 が幻 想 を打 ち砕 くのが 常

であ った。 しか し、周 到 な儀 式 の過程 を通 して、近景 を遠 景化 し、現 実 と幻想 の 同時存在

を求 め るLilyに とって、 現実 の ただ 中に出現 した この幻 影 は、現 実 を閉 め出 す ので はな く、

現 実 の苛酷 さを「手加減 して くれ る(refrain)」 ので あ る。先 に近景 の遠景 化 を体 験 したLily

は、 ここで遠 景 であ る幻 想 を近景 で あ る現 実 のた だ中 に引 き寄 せ る こ とに成功 す る。 そ し

て、この二段 階 にわ た る心理 的距 離 の調整 に よって、"ordinaryexperience"と"miracle"は

同時存在 が可 能 にな り、現 実 と幻 想、 近景 と遠景 の間 に"razoredgeofbalance"の 保 たれ

た特 有 のvision空 間が 達成 され るの で あ る。このvision空 間 は、現 実 を閉 め出 して幻想 に溺

れ込 み 、醒 めて後 に激 し く幻滅 す る不毛 の空 間で はない。その証拠 にLilyは 、Mrs.Ramsay

の幻 影 に徒 らに酔 って我 を忘 れ る ので はな く、絵 筆 を動 か して夫人 の像 を定着 し よう とす
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るの であ る。 そ して、苛酷 な現 実 の一 方的 支配 下 で は"empty"で あ った空 間がMrs.Ram-

sayの 幻影 で埋 ま り、現 実 と幻 想 がバ ラ ンス を保 って同時存 在 し得 た時 、「空 間 の問題 は解

決 」 す る と描 かれ るので あ る。

現実 と幻 想 の同時存 在 とい うLilyの 体験 を、灯台 行 きの舟 の 中でJamesは 、二度 にわ た る

舟 の停 止 とい う特有 の儀 式空 間 の 中で体 験 す る。先 にCamは 近景 の遠 景 化 効果 を体 験 し

て、半 ばtrance状 態 で父 と和 解 を果 た した。しか しJamesの 方 は、近景 の遠景 化 だ けで父親

に対 す る反感 はお さま らず、 さ らに入念 な儀 式 を必 要 とす るの であ る。 最初 は風 が凪 いで 、

二度 目は灯 台 に到着 して、舟 は二度 停止 す るが、その停 止空 間 の中 でJamesは 、遠 景 であ る

幻 想 を、近 景 と しての現 実 に引 き寄 せ る心理 的距 離 を獲 得 して、 遠景 と近景 、幻 想 と現 実

の"razoredgeofbalance"を 達 成 しvisionを 捉 えて い くの であ る。

風 が凪 いで舟 が とまる最初 の停止 空 間 の中で 、舟 は 「あたか も港 に錨 をお ろ したかの様

に」(p.281.)な り、灯 台 は 「静 止 し(immovable)」(p.282,)、 彼 方 の陸 も"thelineofthe

distantshorefixed"(p.281.)と な る。 そ して 、全 てが停 止 した中 で、反棲 しあ って いた

父子 は 「互 い に寄 りそ う」 ような感 覚 に とらえ られ る。苛 酷 な現 実 が その支配 を一 時停止

し、心理 的距離 の的確 な調整 さ え出来 れ ばvisio11を 捉 え得 る空 間が 出来 る。 こ こでJames

は、対岸 か ら遠景 として幻想 的 に美 し く眺 め られ た灯台 と、舟 で次第 に接 近 す るにつれ て

殺風 景 で ごつ ごつ とした細部 を露 呈 して くる現 実 の灯台 とい う二 つ の灯 台 に思 い至 る。

"ltwillrai1ゴheremeberedhisfathersaying
."Y⊂)uwolゴtbeabletogotothe

LighthOuse."

TheLighthousewasthenasilvery,misty-lookillgto、verwithayelloweyethat

openedsuddelllyandsoftlyilltheevening,Now

JameslookedattheLighthouse.Hecouldseethewhite-washedrocks;theto、ver,

starkandstraight;hecouldseethatitwasbarredwithblackalldwhite;hecouldsee

willdowsinit;hecouldevenseewashillgspreadontherockstodry.Sothatwasthe

Lighthouse,wasitP

No,theotherwasalsotheLighthouse.Formthingwassinlplyonethillg.Theother

wastheLighthousetoo.Itwassometimeshardlytobeseelユacrossthebay、111the

evenillgonelookedupalldsawtheeyeopeningandshuttillgalldthelightseenledto

reachthenユh/thatairysunnygardellwheretheysat.(p.286.)

心理的距離を入念に調整 してい く儀式 を経ずに、単に物理的に灯台へ接近 しただけであれ

ば、遠景 としての幻想の灯台 と近景 としての現実 の灯台は本来対立関係 にあると言えよう。

現実の灯台 は幻滅 をもた らし、幻想の灯台 は否定 される筈である。 しか し、舟が岸 を離れ

近景が遠景化 してい くのを目の当たりに見て、近景 として見た現実だけが単一不動の世界

ではない ことに気づいたJamesは 、さらにこの停止空間の中で、幻想の灯台 も又、紛れ もな
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く灯 台 その ものであ る とい うこ とを容認 し、幻 想 を現実 の ただ中 に引 き寄せ るこ とに成 功

する。これ は、先 にMrs.Ramsayの 幻 影 をみ たLilyの 体験 と同 じ意 味 を もつ。"nothingwas

simplyonething"と 思 い至 って、現 実 と幻想 を同 時 に容認 した こ とで、Jamesは 遂 に現実

と幻想 のバ ランス を とるこ とに成 功 し、真 の灯台 を見 出 して い くの であ る。

しか し、舟が風 を得 て再 び動 き出 し、再 び現実 に戻 った後、Jamesの 心 に父親 へ の反抗 的

気分 が甦 って くる。Mrs.Ramsayが 描 いてみせ た幻 想 の灯台 を受 け入 れ たJamesは 、今度
く　　

は父親 の問題 と直面せ ざるを得 ない。彼 は灯台へ到達寸前の第二 の停止空間の中で、灯台

への先程の認識 を一層堅固なものにしつつ、父親の問題 をも解決 してい くのである。

IndeedtheywereveryclosetotheLighthousenow.ThereitIoomedup,starkand

straight,glaringwhiteandblack,andonecouldseethewavesbreakinginwhite

splinterslikesmashedglassupontherocks.Onecouldseelinesandcreasesinthe

rocks.Onecouldseethewindowsclearly;adabofwhiteononeofthem,andalittle

tuftofgreenontherock.Amanhadcomeoutandlookedatthemthroughaglassand

goneinagain.Soitwaslikethat,Jamesthought,theLighthouseonehadseenacross

thebayalltheseyears;itwasastarktoweronabarerock.Itsatisfiedhim.It

confirmedsomeobscurefeelingofhisabouthisowncharacter.(pp.311-2.)

これ は、 最初 の停止空 間で の灯台 の認識 と基本 的 に は同 じであ る。 しか し、先 の体験 で は、

Jamesに とって よ り切 実 な問題 は、現実 の灯 台 の凝視 よ りは、幻 想 の灯 台 の現 実 の中へ の容

認 で あった。そ して、最初 の停 止空 間で既 に幻 想 の灯 台 を現 実の 中に受 け入 れ たJamesの 関

心 は、 こ こで はひ たす らに現 実 の殺風 景 な灯 台の凝視 に向 け られ てい る。幻 想 の灯 台 の容

認 を経 て、 ここでJamesが 現 実 の灯 台 に幻滅 で はな く「満足 した」と描 か れ る時、 か って殺

意 を覚 える程 に嫌 で あ っ たMr.Ramsay的 真 実 としての苛 酷 な現実 の提 示 を、Jamesは 遂

に受 け入れ るこ とが 出来 たの であ る。母親 へ の強 い憧憬 故 に、長 い間Jamesが 拒 んで きた

Mr.Ramsay的 真実 を逐 に受 け入 れ る ことに よ り、Jamesは 灯台 に関 す る現実 と幻 想 、Mr.

Ramsay的 真 実 とMrs.Ramsay的 真 実 の"razoredgeofbalance"を 達 成 して真 の灯台 を見

出す ので ある。Mr.Ramsayの 提 示す る苛 酷 な現 実 を受 け入 れ た こ とでJamesは 、さ らに こ

の直後 に"Hisfatherhadpraisedhim."(p.316.)と 感 じる こ とが 出来 る。長 年父 に求 めて

い た幻想 で あ る 「父 か ら同情 同感 を得 る こ と」 を彼 はこ こで現実 の もの とし、現 実 と幻想

のバ ラ ンス の とれ た真 のMr.Ramsay像 を見 出 してい くの であ る。 灯台 に上 陸 すべ く軽快

に陸 に とび移 るMr.Ramsayの 様子 が"asifhewereleapingintospace"(p.318.)と 象徴 的

に描 かれ る。visionが 求 め られ つつ空 白で あった空間 にMr.Ramsay像 が定 着 され た ことで

空間 は埋 ま り、vision空 間が達成 されて、 「空間 の問題 は解 決」す るの であ る。 これ は、 こ

の小説 の最終部 分 で遂 にvisionを 捉 え たLilyが 引 く一一本 の力 強 い線 に よ り、空 白 の画布 空
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間 にMrs.Ramsayの 像 が お さ まってvision空 間が完 成 す る場面 と重 な り合 って い く。

Jamesは 、Mr.Ramsay的 真 実 と しての現 実 とMrs.Ramsay的 真 実 と して の幻 想 の間 の

バ ラ ンス を達 成 し、visionを 捉 えて真 の灯台 を見 出 した。Lilyに とっ てのそれ は、Mrs.Ram-

sayの 死 とい う苛 酷 な現実 とMrs.Ramsayの 幻 影 の 出現 とい う甘 美 な幻 想 の間 の バ ラ ンス

を達 成 して、真 のMrs.Ramsay像 とい うvisionを 捉 え る ことで あ った。先程 、現 実 のただ 中

にMrs.Ramsayの 幻影 を見 て、再 び絵筆 を とったLilyが 、visionを 捉 えて い く様子 は、この

小説 の最 終部 分 で以下 の様 に語 られ てい る。

Quickly,asifshewererecalledbysomethingoverthere,sheturlledtohercanvas.

Thereitwas-herpicture....Shelookedatthesteps;theywereempty;shelooked

athercanvas;itwasblurred.Withasuddenilltensity,asifshesawitclearfora

second,shedrewalillethere,三nthecellter.Itwasdone;itwasfinished.Yes,she

thought,layingdownherbrushinextrenlefatigue,Ihavehadmyvision.(PP.319-20.)

絵 筆 を とって再 び 眺 め た階段 に、 も はやMrs.Ramsayの 幻 影 は消 えて い る。 そ こは再 び

"empt
y"で あ る と語 られ るが、Lilyは 以 前 の様 に動揺 す る こ とな くこの事 実 を受 け入 れ る

こ とが出来 るので あ る。Mrs.Ramsayの 幻影 を見 た こ とでLilyは 、 もはや生 身 の夫 人 に は

決 して会 えない とい う苛酷 な現 実 を取 り乱 さず に受 け入 れ得 る心理 的距 離 を獲 得 して、 現

実 とい う近 景 を遠景 化 す る ことに成 功 した。同時 にLilyは 、た とえ肉体 的 に はMrs.Ramsay

は死 んで いて も、Lilyの 心 の 中 にはい つで もMrs.Ramsayを 甦 らせ得 る と実感 す る ことで、

幻 想 のMrs.Ramsayと の心理 的距 離 を縮 めて、幻 想 とい う遠景 の近景 化 に も成 功 した。 こ

の様 に、現 実 と幻 想 の問 のバ ラ ンス を保 つべ く、 心理 的距離 を入 念 に調 整 して い く儀式 を

経 て、visionを 捉 えたLilyは 、苛 酷 な現 実 の一 方 的支配 の下 で は脅 迫的 で あ った空 白の画 布

空 間 に真 のMrs.Ramsay像 を定 着 出来 たので あ る。

Jamesが 捉 え、Lilyも 又 、 この小説 の最 終文章 で 捉 えた と書 か れて い るvisionの 本質 は、

現 実 も幻 想 も共 に真 実 で あ る とい う認識 で あ る。 そ して、 この真 実 は、入念 な儀 式 の過 程

を経 て 、本来相 反 す る現 実 と幻 想 が"razoredgeofbalance"を 達 成 した時 、 はじめて確 認

され る もの であ った。灯台 もMr.RamsayもMrs.Ramsayも 、現実 、幻 想 どち らか一面 だけ

で は真 に捉 え られ ない。visionを 捉 え たLilyが 画布 空 間 の中央 に引 いた一本 の線 は、現 実 と

幻 想が"razoredgeofbalance"を 達成 した真 のMrs.Ramsay像 で あ り、 さ らに はJamesの

見 出 した真 の灯台 とも重 な って、 この小説 の結論 とな ってい る。パ ー テ ィ空間 で得 られ る

充 実感 とい うの は多分 に感 覚的 で、visionの 本 質 を探 るまで には至 らず、それ故 に成 立 した

パ ー テ ィ空 間 はやが てバ ラ ンス を崩 して崩壊 して い く兆 しを は らん で いた。 しか し、7わ

〃z6μg励o%36のvision空 間 は、Mrs。Ramsayの デ ィナーパ ー テ ィ と、その後 の苛酷 な現実

の再支配 を経 て達 成 され、さ らに、周到 な儀 式 の過 程 の中 でvisionの 本 質 が明 らか に され て
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い くこ とで、よ り安定 した静止 空間 と して定着 されて い るので あ る。それ故 に、この7b伽

五忽励oπ ∫6の結末 は、VirginiaWoolfの 小説 の 中で も、最 もよ く現実 と幻想 のバ ラ ンス の

とれた完 成度 の高 い結末 にな ってい る と言 え るので あ る。

注

7b漉6L忽 玩 加z4s6の 引 用 は 、HogarthPressのUniformEditionに よ る 。

(1)"Here,shefelt,..,.wasthestillspacethatliesabouttheheartofthings,whereonecould

moveorrest."(7わ 伽 」乙忽砺 加 κ∫6P.164,)

(2)cf.,AlicevanBurenKelley,丁 加No肥1s(ガ レ7㎎ 加 如 レレ∂oあEα6!朋41〃sガoη(The

UniversityofChicagoPress,1971)p.254,

YokoSugiyama,勲 初 ∂ozooη4G勉 忽'6!!4S伽 の(ゾ レ勿g謝 α 肋oゲ(Tokyo:TheHokuseido

Press,1973)

(3>VirginiaWoolfに と っ て 「現 実 」 と は 、 い わ ゆ る 自 然 主 義 や リ ア リ ズ ム の 作 家 の い う 現 実 、 即
なまな まなまなま

ち社会 の悪 や矛 盾 、人 間 同士 の愛 憎 の生 々 しい葛 藤 とは無 縁 の、そ うい った生 々 し さを作家 の意

識 の フ ィル ターで濾 過 した、 エ ッセ ンス としての彼 女 特有 の現実 で あ る。

(4)"factandvision"等 の よ うに、visionを 「幻 想 」 と同義 に用 い る場 合 もあ り、作 者 自身必 ず し

も明確 に 区別 して い な い場 合 もあ る。本 論 で は7わ'加 μg励oπs8の 最 終 文 章"Yes,shethought,

layingdownherbrushinextremefatigue,Ihavehadmyvision."(p.320.)の"vision"の 意 味

を尊 重 して、 「幻 想 」 とvisionを 区 別 した。

(5)パ ー テ ィが 、 この種 の儀 式 の 最 た る もので あ る こ とは、既 に他 で考 察 した。cf.拙 稿 「ヴ ァー

ジニ ア ・ウル フのパ ー テ ィ空 間 」藤 井 治彦編 『空 間 と英米 文 学 』(英 宝社,1987)

(6)cf.7乏)'乃6L忽 乃〃zoz4∫6,P.177.

(7)狛 」拡,ρ.294.

(8)第 二 の停 止 空間 で は、厳 密 に は物 理 的 に未 だ舟 が動 いて い る部分 も含 まれ て い るが 、この停 止

空 間 は特有 の儀 式 空 間 で あ る為 、必 ず しも物 理 的停 止 空間 で あ る必 要 はな い と考 え る。
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